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現状・課題感 導入形態

文章検導入のポイント 文章検導入の効果

◼ 対象学年・・・中学１年生、
中学２年生（３学期受検）

◼ 受検級・・・・４級

◼ 指導概要・・・
国語の授業の一部で文章力ステップを活用
検定１か月前に過去問演習

◼ 教材・・・・・文章力ステップ４級／文章
読解・作成能力検定４級

◼ 自分の考えを言語化することに苦手な生徒
が多く、学校として「文章に表れているも
のの見方や考え方を捉え、自分の意見を持
つ生徒の育成」に重点をおいて指導してい
る。

◼ また、多くの生徒が作文を書くことに対し
て苦手意識を持っており、文章作成能力の
向上を課題に挙げている。

府立高校入試のトレーニングに

◼ 『文章力ステップ』は文章読解・作成指導
のポイントが明確であり、検定対策以外の
授業においてもそのポイントを繰り返し指
導することができる。
（例：事実と意見の峻別など）

◼ 『文章力ステップ』で学ぶ内容は、
大阪府の高校入試に出題される条件付き
作文のトレーニングとも親和性が高い。

文章作成に対する苦手意識が改善

◼ 中学１年生から繰り返し文章作成に取り組
ませることで、生徒の文章作成に対する苦
手意識が改善された。

◼ 年度末に実施した検定試験では受験者全体
の80％以上が合格。多くの生徒が文章の読
解や作成に自信を持つことができ、条件付
き作文などの文章作成能力の向上につな
がった。

◼ 文章検導入前のアンケートでは、半数近く
の生徒が作文に対する苦手意識を持ってい
たが、導入後のアンケートでは全体の5％
まで減少した。

＜生徒アンケート結果＞

※2022年4月の取材内容に基づきます。
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